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正
寿
寺
所
蔵
の
六
字
名
号
に
つ
い
て

岡　

村　

喜　

史

は
じ
め
に

今
年
の
二
月
五
日
、
正
寿
寺
の
住
職
が
西
本
願
寺
に
持
参
さ
れ
た
六
字

名
号
を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、
本
願
寺
第
八
代
蓮
如
筆
と
確
認
で
き
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
六
字
名
号
を
蓮
如
筆
と
判
断
し
た
根
拠
と
と
も
に
、
蓮
如
と

名
号
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
浄
土
真
宗
の
名
号
本
尊

浄
土
真
宗
を
開
い
た
親
鸞
は
、
名
号
を
本
尊
と
し
て
礼
拝
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
１
）
に
よ
る
と
、
名
号
と
は
「
一
般
に
す
べ
て
の
仏
・

菩
薩
の
名
前
を
い
う
」
と
し
、「
浄
土
教
で
は
、
と
く
に
阿
弥
陀
如
来
の
名

を
指
し
、
嘉
号
・
徳
号
・
尊
号
な
ど
と
も
い
う
」
と
解
説
し
て
い
る
。

浄
土
真
宗
で
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
、「
南
無
不
可
思
議

光
如
来
」
の
九
字
名
号
、「
帰
命
尽
十
方
無
礙
光
如
来
」
の
十
字
名
号
が
よ

く
使
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
浄
土
真
宗
を
開
い
た
親
鸞
自
筆
の
名
号
と
し
て

は
、
六
字
名
号
と
十
字
名
号
と
と
も
に
、「
南
無
不
可
思
議
光
仏
」
の
八
字

名
号
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
親
鸞
は
、
名
号
の
こ
と
を
「
方
便
法
身
尊
号
」

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
真
宗
で
は
正
式
に
は
こ
の
名
称
が
使
用

さ
れ
る
。

本
願
寺
第
三
代
覚
如
は
、
京
都
東
山
の
大
谷
に
営
ま
れ
た
親
鸞
の
墓
所

に
十
字
名
号
を
安
置
し
て
こ
れ
を
本
尊
と
し
、
寺
院
化
を
進
め
て
「
本
願

寺
」
と
称
し
た
。

こ
の
よ
う
な
浄
土
真
宗
の
名
号
に
対
す
る
考
え
方
を
受
け
て
蓮
如
は
、

浄
土
真
宗
で
は
名
号
が
尊
重
さ
れ
る
と
し
て
、

一
、
他
流
ニ
ハ
、
名
号
ヨ
リ
木
像
ト
云
ナ
リ
。
当
流
ニ
ハ
木
像
ヨ
リ
ハ
絵
像
、

絵
像
ヨ
リ
ハ
名
号
ト
云
ナ
リ
。（
２
）

と
言
っ
た
。

二
、
蓮
如
の
名
号

蓮
如
は
、
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
に
本
願
寺
を
相
続
す
る
と
、
近
江

国
南
部
の
村
に
金
字
十
字
名
号
を
授
与
し
て
本
尊
と
し
、
次
々
と
道
場
を

創
建
し
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
比
叡
山
は
、
十
字
名
号
の
中
に
書
か
れ
て

い
る
「
無
礙
光
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
本
願
寺
は
社
会
秩
序
を
乱
す

行
為
を
し
て
も
最
後
に
名
号
を
称
え
れ
ば
阿
弥
陀
如
来
に
よ
っ
て
救
わ
れ

る
と
説
き
広
め
て
い
る
「
無
礙
光
宗（

衆
）」
と
し
て
非
難
し
、
寛
正
六
年
（
一

四
六
五
）
の
一
月
と
三
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
比
叡
山
の
衆
徒
が
大
谷
本

願
寺
を
破
却
し
た
。

蓮
如
は
、
こ
の
事
件
以
後
基
本
的
に
は
金
字
十
字
名
号
を
新
た
に
授
与

す
る
こ
と
を
取
り
止
め
た
。
そ
し
て
自
身
で
紙
に
書
い
た
墨
書
六
字
名
号

を
授
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

蓮
如
は
、
生
涯
を
通
じ
て
名
号
を
た
く
さ
ん
書
い
た
。
そ
の
こ
と
は
蓮

如
の
在
世
中
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
蓮
如
の
門
弟
で
あ
る
空

善
は
次
の
よ
う
な
話
を
残
し
て
い
る
。
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一
、
ア
ル
時
仰
ニ
、
オ
レ
ホ
ト
名
号
カ
キ
タ
ル
人
ハ
、
日
本
ニ
ア
ル
マ
シ
キ
ソ
、

ト
仰
候
キ
。
ト
キ
ニ
美
濃
殿
、
三
国
ニ
モ
マ
レ
ニ
ア
ル
ヘ
ク
候
、
ト
申
上
タ

マ
ヘ
ハ
、
サ
ヤ
ウ
ニ
ア
ル
ヘ
シ
、
ト
仰
候
キ
。
マ
コ
ト
ニ
不
思
議
ナ
ル
御
事

也
。（
３
）

こ
れ
に
よ
る
と
蓮
如
は
自
身
で
、
自
分
ほ
ど
多
く
の
名
号
を
書
い
た
者

は
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
門
弟
の
美
濃
（
慶
聞
房
龍
玄
）
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の

三
国
で
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
答
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

蓮
如
は
ど
れ
く
ら
い
の
名
号
を
書
い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
蓮
如

の
十
男
で
あ
る
実
悟
が
編
集
し
た
「
本
願
寺
作
法
之
次
第
」
に
よ
る
と
、

一
、
蓮
如
の
御
時
は
、
廿
五
日
御
斎
前
に
名
号
を
三
百
幅
ま
て
あ
そ
は
さ
れ
候

と
注
た
る
物
に
御
入
候
き
、
然
ハ
廿
八
日
・
十
八
日
御
斎
前
に
も
、
百
幅
、

二
百
幅
、
名
号
を
被
遊
た
る
事
ニ
候
間
、
実
如
の
御
時
又
同
前
に
御
入
候

き
（
４
）。

と
あ
り
、
二
十
五
日
の
御
斎
前
に
一
日
に
三
〇
〇
幅
の
名
号
を
、
二
十
八

日
・
十
八
日
の
御
斎
前
に
一
〇
〇
幅
、
二
〇
〇
幅
の
名
号
を
書
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
二
十
五
日
は
親
鸞
の
師
で
あ
る
法
然
の
月
命
日
に
あ
た
り
、

二
十
八
日
は
親
鸞
の
月
命
日
、
十
八
日
は
蓮
如
の
父
で
あ
る
存
如
の
月
命

日
に
あ
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
命
日
に
仏
事
が
催
さ
れ
て
、
そ
の
時
に
参
っ

て
く
る
人
々
の
た
め
に
、
御
斎
（
午
前
中
の
食
事
）
の
前
に
名
号
を
書
い

て
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
蓮
如
は
、

多
く
の
名
号
を
書
い
て
い

た
こ
と
が
記
録
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
、
各
地
に
蓮

如
筆
の
名
号
が
残
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
寛
正
六
年

に
比
叡
山
か
ら
金
字
十
字

名
号
に
つ
い
て
非
難
さ
れ

て
い
た
た
め
、
自
身
で
書

い
た
名
号
は
六
字
名
号
が

多
く
、
一
日
に
二
〇
〇
幅
、

三
〇
〇
幅
と
い
う
ほ
ど
た

く
さ
ん
書
い
て
い
た
こ
と

写真１　蓮如筆六字名号（正寿寺蔵）
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か
ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
草
書
体
で
あ
る
。

先
の
「
本
願
寺
作
法
之
次
第
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
蓮
如
の
次
の
第
九

代
実
如
も
蓮
如
と
同
じ
よ
う
に
名
号
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
室
町
時
代
後
期
に
書
か
れ
た
本
願
寺
系
の
墨
書

六
字
名
号
は
、
知
名
度
の
高
さ
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
蓮
如
筆
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
如
も
同
様
に
名
号
を
書
い
て
お
り
、
さ
ら
に
次
の

第
十
代
証
如
も
名
号
を
書
い
て
い
た
。
こ
の
三
人
の
筆
跡
が
似
て
い
る
た

め
区
別
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
５
）。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
九
九
八
年
の
蓮
如
五
百
回
忌
に
際
し
て
、

各
地
の
調
査
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
写
真
を
集
め
て
形
態
分
類
す
る
試
み

が
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー

ン
に
分
類
し
て
筆
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
が
現
段
階
で

の
蓮
如
・
実
如
・
証
如
筆
の
六
字
名
号
な
ど
を
見
分
け
る
指
標
と
さ
れ
て

い
る
（
６
）。三

、
正
寿
寺
所
蔵
の
草
書
六
字
名
号

正
寿
寺
の
草
書
六
字
名
号
は
、
茶
褐
色
の
料
紙
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
六
文
字
を
草
書
体
で
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
六
字
名
号
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
は
、
繊
維
の
細
か
い
画
仙
紙
風

の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
本
願
寺
系
で
使
用
さ
れ
る
名
号
紙

は
楮
を
原
料
と
し
た
も
の
で
、
紙
漉
き
時
の
簀
の
子
の
跡
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
蓮
如
な
ど
室
町
後
期
の
本
願
寺
歴
代
宗
主
が
名

号
を
書
く
時
に
使
用
し
た
紙
に
は
簀
の
子
の
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
以
前
、

蓮
如
筆
の
六
字
名
号
の
料
紙
を
化
学
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
原
料
に
竹
が
使

用
さ
れ
た
竹
紙
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
７
）、
正
寿
寺
の
六
字
名
号
の
料

紙
も
室
町
時
代
後
期
に
本
願
寺
で
使
用
さ
れ
て
い
る
名
号
紙
と
共
通
す
る
。

ま
た
筆
跡
の
特
徴
と
し
て
は
、
蓮
如
は
一
日
に
二
〇
〇
幅
、
三
〇
〇
幅

と
た
く
さ
ん
の
名
号
を
書
い
た
こ
と
か
ら
、
草
書
体
で
一
気
に
書
き
上
げ

る
よ
う
に
書
い
て
お
り
、
そ
の
時
墨
継
ぎ
も
せ
ず
書
く
か
、「
南
無
」
と

「
阿
弥
陀
仏
」
の
間
で
一
度
墨
継
ぎ
を
す
る
程
度
で
あ
る
。

正
寿
寺
の
六
字
名
号
は
、
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
な
か
、
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
書
き
ぶ
り
で
、「
阿
」
の
旁
の
上
部
を
右
上
に
力
強
く
引
き
上
げ
る

よ
う
に
書
く
と
と
も
に
、
そ
の
下
部
を
右
上
が
り
の
「
つ
」
字
型
と
す
る

点
は
蓮
如
筆
の
特
徴
と
言
え
る
。

な
お
、
証
如
の
筆
跡
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠
け
丁
寧
に
書
く
特
徴
を
示

す
。
ま
た
実
如
の
署
名
や
書
状
か
ら
認
め
ら
れ
る
筆
遣
い
は
、
筆
の
穂
先

と
腹
を
使
い
な
が
ら
書
く
た
め
筆
線
に
抑
揚
の
あ
る
書
き
方
と
な
る
特
徴

を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
蓮
如
は
、
筆
線
の
太
さ
が
比
較
的
一
定
と
す
る

特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
正
寿
寺
の
六
字
名
号
は
蓮
如
筆

と
認
め
て
問
題
は
な
い
。

正
寿
寺
が
こ
の
蓮
如
筆
六
字
名
号
を
所
蔵
し
て
い
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
正
寿
寺
住
職
の
棘
慧
力
が
作
成
し
た
正
寿
寺

の
「
明
細
帳
」（
８
）
に
よ
る
と
、「
往
昔
真
言
宗
延
寿
寺
ア
リ
、
別
当
観
空

本
山
第
八
世
蓮
如
宗
主
ニ
帰
依
シ
弟
子
ト
ナ
リ
六
字
名
号
ヲ
授
ル
、
之
ヲ

本
尊
ト
シ
改
宗
看
坊
ス
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
真
言
宗
延
寿
寺
の
観
空
が

蓮
如
に
帰
依
し
て
六
字
名
号
を
授
与
さ
れ
て
浄
土
真
宗
の
道
場
を
開
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
三
月
に
現
在
地
に

移
転
し
て
、
同
十
九
年
十
二
月
十
七
日
に
空
昭
が
木
仏
本
尊
を
受
け
る
と

と
も
に
、
正
寿
寺
と
改
称
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
簡
単

な
記
述
と
な
っ
て
お
り
、
正
寿
寺
の
詳
細
な
変
遷
は
定
か
で
は
な
い
。
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お
わ
り
に

正
寿
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
六
字
名
号
は
蓮
如
の
筆
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
に
浄
土
真
宗
と
の
関
係
が
で
き
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
深
江
に
お
い
て
念
仏
の
信
仰
が
守
り
継

が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
二
〇
一
三
年
、

本
願
寺
出
版
社
刊
）。

（
２
）「
蓮
如
上
人
一
語
記
」（『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
７ 

蓮
如
法
語
』

二
〇
一
二
年
、
法
藏
館
刊
）。

（
３
）「
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
」（『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
７ 

蓮

如
法
語
』
二
〇
一
二
年
、
法
藏
館
刊
）

（
４
）『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
13 

儀
式
・
故
実
』
所
収
（
二
〇
一
七

年
、
法
藏
館
刊
）

（
５
）『
真
宗
重
宝
聚
英 

第
一
巻 

名
号
本
尊
』（
一
九
八
七
年
、
同
朋
舎
刊
）
で

は
、
蓮
如
・
実
如
・
証
如
の
筆
に
よ
る
六
字
名
号
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

区
別
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）『
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所 

研
究
叢
書
Ⅰ 

蓮
如
名
号
の
研
究
』（
一
九

九
八
年
、
法
藏
館
刊
）

（
７
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
図
録 

蓮
如
上
人
余
芳
』（
一
九
九
八
年
、
本
願

寺
出
版
社
刊
）
に
、
室
町
時
代
後
期
の
本
願
寺
系
六
字
名
号
に
使
用
さ
れ
て

い
る
料
紙
の
化
学
分
析
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
。

�

（
本
願
寺
史
料
研
究
所
上
級
研
究
員
）

江
戸
時
代
の
正
寿
寺
（
３
）

　

本
山
か
ら
授
か
っ
た

　
　
　
　
　

歴
代
門
主
の
真
影

史
料
館
長　

大　

国　

正　

美

は
じ
め
に

「
本
庄
村
史
編
纂　

寺
院
の
分
二
十
三
枚
」
と
い
う
表
紙
の
つ
い
た
手
書

き
原
稿
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
七
年
か
ら
本
庄
村
史
の
編
纂
を
手
掛
け

た
郷
土
史
家
松
田
直
市
が
残
し
た
も
の
で
、
元
本
庄
村
職
員
だ
っ
た
岡
田

博
達
氏
か
ら
昭
和
五
十
五
年
七
月
二
十
八
日
に
寄
贈
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。

「
本
庄
村
誌
」
の
原
稿
の
一
部
と
し
て
書
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の

中
に
正
寿
寺
が
、
西
本
願
寺
か
ら
門
主
や
高
僧
の
真
影
を
繰
り
返
し
入
手

し
た
記
録
が
あ
る
。
正
寿
寺
が
願
主
と
な
り
、
檀
家
が
寄
進
し
た
記
録
も

含
ま
れ
る
。
真
影
は
戦
災
で
す
べ
て
失
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
本
山

と
正
寿
寺
、
な
ら
び
に
檀
家
と
の
つ
な
が
り
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
貴

重
な
デ
ー
タ
と
も
い
え
る
。

本
庄
村
誌
編
纂
の
嘱
託
松
田
直
市
の
遺
稿

こ
の
記
録
を
残
し
た
松
田
直
市
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
旧

中
野
村
の
名
望
家
松
田
安
右
衛
門
家
の
分
家
松
田
直
左
衛
門
家
に
生
ま
れ

た
。
御
影
師
範
学
校
を
修
了
、
西
宮
第
一
小
学
校
、
精
道
小
学
校
（
芦
屋

市
）、
武
庫
尋
常
高
等
小
学
校
で
教
壇
に
立
っ
た
（
１
）。
四
七
歳
で
退
職
し

て
昭
和
七
年
か
ら
御
影
町
誌
・
本
山
村
誌
・
魚
崎
町
誌
・
武
庫
村
誌
の
編


